
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 開催日： 平成２６年９月７日（日） 

    場 所： 京都市下京区役所 ４階会議室（TEL：075-371-7101）  

           （京都駅北口より西へ徒歩約５～６分・塩小路通と西洞院通の東北角） 

        ◆◆◆◆お問合せ窓口：下京・高お問合せ窓口：下京・高お問合せ窓口：下京・高お問合せ窓口：下京・高齢齢齢齢者権利者権利者権利者権利擁擁擁擁護支護支護支護支援援援援ネットワーク事務局ネットワーク事務局ネットワーク事務局ネットワーク事務局（京都市（京都市（京都市（京都市下京下京下京下京・・・・西部西部西部西部地域包地域包地域包地域包括括括括支支支支援援援援センターセンターセンターセンター    担当：林）担当：林）担当：林）担当：林）    

                                                    （（（（    ＴＥＬ：０７５ＴＥＬ：０７５ＴＥＬ：０７５ＴＥＬ：０７５----３３３３２６２６２６２６----３６３９３６３９３６３９３６３９        e-mail：m-simo@estate.ocn.ne.jp        ）））） 

※※※※本事業は下京区「区民が主役のまちづくり」サポート事業補助金の支援を受けて本事業は下京区「区民が主役のまちづくり」サポート事業補助金の支援を受けて本事業は下京区「区民が主役のまちづくり」サポート事業補助金の支援を受けて本事業は下京区「区民が主役のまちづくり」サポート事業補助金の支援を受けて実施して実施して実施して実施していいいいます。ます。ます。ます。    

○相談員：各専門職        弁護士、司法書士、行政書士、社会保険労務士、社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、 

医療関係者（医師、看護師、保健師等）、薬剤師、障害相談員、ボランティア相談員、その他専門職 

○対象：高齢者、高齢者を介護支援・サポートする人（病院・施設・介護サービス事業所相談員等の事業者や専門職を含む） 

 
  
 

「下京「下京「下京「下京・高齢者権利擁護支援ネットワーク・高齢者権利擁護支援ネットワーク・高齢者権利擁護支援ネットワーク・高齢者権利擁護支援ネットワーク」」」」主催主催主催主催    

第第第第５５５５回回回回    高齢者高齢者高齢者高齢者なんでも相談会なんでも相談会なんでも相談会なんでも相談会    

権利擁護権利擁護権利擁護権利擁護講演会講演会講演会講演会    

主催：「下京・高齢者権利擁護支援ネットワーク」 

          下京区内地域包括支援センター、リーガルサポート京都支部、京都府行政書士会、 

          下京区社会福祉協議会、認知症の人と家族の会京都府支部、京都府社会保険労務士会 

後援：京都市、京都市長寿すこやかセンター・京都市成年後見支援センター、京都弁護士会、下京民生児童委員会、下京西部医師会、 

        下京東部医師会、中京東部医師会、下京歯科医師会、下京南薬剤師会、一般社団法人京都社会福祉士会権利擁護センターぱあとなあ京都、 

ナースネット研究会、〈ケア〉を考える会、京都ボランティア協会、法テラス京都、京都新聞社会福祉事業団、マイケアプラン研究会、きょうと介護保険にかかわる会 

 

    高齢者なんでも相談会高齢者なんでも相談会高齢者なんでも相談会高齢者なんでも相談会    

～多くの専門職が高齢者の権利擁護や生活にかかわる相談にワンストップかつ幅広く応じます～ 

○時間：１０時３０分～１６時００分（受付：１０時００分～１５時００分） 予約不要・相談料無料・先着順 

○相談内容：高齢者の権利や生活などにかかわること 

【介 護 ・ 福 祉】…介護、介護保険、認知症、虐待、ボランティア等 

【法    律】…成年後見、財産管理、相続、遺言、登記、契約、各種事故、借金、消費者被害等 

【医 療 ・ そ の 他】…老年医療、胃ろう、ターミナルケア(在宅看取り)、歯科医療、摂食嚥下、薬で困ったこと等 

講演会講演会講演会講演会    

○時間：１０時３０分～１１時３０分（受付開始：１０時００分）    

○定員：１００名（先着順・予約不要・参加費無料） 

○講師： 細井 恵美子 氏 （社会福祉法人京都南山城会 顧問）  

○演題：「だれもが 自分らしく暮らしたいから ～笑顔の老後と笑顔の介護～ 」 

～ 『自分の家がいい。最後まで頼みますわ』『自分の家がいい。最後まで頼みますわ』『自分の家がいい。最後まで頼みますわ』『自分の家がいい。最後まで頼みますわ』    そういいながら、自分の家で暮らし続ける事が出来なかった人たちの無念さが今も忘れられません。 

『『『『認知症のために不具合があっても、今この時がわからなくなっても、私は今までどおりの私です、認知症というベールを外して、私を支えてください』認知症のために不具合があっても、今この時がわからなくなっても、私は今までどおりの私です、認知症というベールを外して、私を支えてください』認知症のために不具合があっても、今この時がわからなくなっても、私は今までどおりの私です、認知症というベールを外して、私を支えてください』認知症のために不具合があっても、今この時がわからなくなっても、私は今までどおりの私です、認知症というベールを外して、私を支えてください』    

その声に応えられるように、支援の輪をつないでいけたら・・・そんな思いでお話させていただきます。～ 

 

細井恵美子講師 


